
JSPO 36, Oct-Nov 2020 in Tokyo

SG-3

外装ラミネーションにおける肌色再現のための色評価の試み

国立障害者リハビリテーションセンター学院　義肢装具学科
○土屋　 空木、徳井　 亜加根

【背景】外装ラミネーションでは，いわゆる肌色の顔料を使用するが，個々の肌色を再現したものではない．そこで
本研究では，個々の肌色を再現することを目的に，外装の色の新たな評価方法を試みることとした．
【方法】Ottobock社製の顔料を用いてラミネーションを行い，顔料の配合率，真空圧，積層材枚数の異なるサンプ
ルを製作した．製作したサンプルは，簡易測色ツールPaletteCube（Palette社）を用いてLAB値を計測し，サンプ
ル同士あるいは同様に計測した皮膚のLAB値と比較した．
【結果】真空圧，積層材枚数の違いによる色差は日本産業規格に規定されるB級許容差（3.2-6.5），つまり「印象レベ
ルでは同色として扱える範囲」に収まる値となった．皮膚の色との比較では，最も近い値でも色差は12.3となっ
た．
【考察】色の客観的評価は難しく，義足の外装評価でも主観的評価が用いられてきたが，真空圧や積層材枚数の違い
による色差がB級許容差内であることや肌との色差を確認できたことから簡易測色ツールでの色評価が可能であ
ることが示唆された．しかし，測色には光の反射が影響するため，同色で異なる材質の色評価を行う等，簡易測色
ツールの性能をさらに追加検証する必要がある．
【まとめ】これまで主観的評価で行われることの多かった義足の色の評価において，測色ツールを用いた評価方法を
試みた．さらなる検証は必要であるが，今回の試みは装飾用義肢において客観的な色評価が可能であることを示唆
したと考えられる．
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ライナー装着時の大腿義足ソケット有限要素解析による動的シミュレーション

芝浦工業大学大学院　理工学研究科システム理工学専攻1）、芝浦工業大学2）、新潟医療福祉大学3）、
人間総合科学大学4）、東京電機大学5）

○工藤　 椋太郎1）、東江　 由起夫3）、大塚　 博4）、大西　 謙吾5）、花房　 昭彦2）、山本　 紳一郎2）、
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大腿義足使用者は義足ソケットに切断肢を挿入して義足を装着する。義足ソケットと断端の適合性が低いと圧力や
摩擦によって皮膚に裂傷が生じる。義足ソケットの製作は熟練の義肢装具士の技量に依存し、技術の獲得や伝承に
時間がかかってしまうという欠点がある。以上より、本研究では義足ソケットに着目して、適合性の高い義足ソ
ケットの製作支援および評価するシステムの開発を目的として被検者の切断肢のMRI画像から切断肢と義足ソ
ケットのモデルを作成し、有限要素解析によるソケット装着のシミュレーションを行った。また、ライナーという
シリコン製品は断端に装着することで断端形状を整えることや皮膚の保護、軟組織とソケット間の摩擦の低減、軟
組織にかかる圧力の分散といった役割がある。近年、ライナーを使用する大腿義足使用者が増加している。しかし、
ライナーを使用してソケットを装着した場合のシミュレーションはあまりされていない。そのため、ライナーのモ
デルを新たに作成してシミュレーションを行った。シミュレーションは義足ソケットの位置を固定して断端の大腿
骨に強制変位をかけて装着する方法を採用した。シミュレーション結果から、ライナーを使用した場合は使用しな
い場合よりも局所的な圧力が分散されるということが分かった。現在、私はモデルに被検者のの半分の体重と同等
の荷重をかけた静止立位の状態のシミュレーションを行っている。また、先行研究の結果からシミュレーションに
最適な軟組織やライナーの材料特性の検討を行っている。
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